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 質 問 者  鈴 木 公 義   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

震災から11年が過ぎ、人口6000人余りの本町では

宮城県漁協全体の２割～３割の生産高を誇るに至っ

ています。 

国、県はもとより、本町の支援策と漁業者の頑張

りの賜物であると考えますが、今後に向けての課題

について伺います。 

（１）各浜での集団移転元地や漁業集落機能強化事

業による土地の有効活用について。 

（２）地球温暖化等による海の環境変化について。 

（３）海洋プラスチック、マイクロプラスチック問

題について。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

１ 持続可能な浜づくりの

ために 

 

 

 

 

 

 

 

 


